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玉玉葱定植作業の様玉葱定植作業の様子子
（湧別町南兵村三区 大泉隆夫さん圃場（湧別町南兵村三区 大泉隆夫さん圃場））
玉葱定植作業の様子
（湧別町南兵村三区 大泉隆夫さん圃場）
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２０１4.５月号 №１８３

に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
し
た

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
先
日
の
日
本

と
豪
州
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交

渉
が
大
筋
合
意
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

「
肉
畜
農
家
の
み
な
ら
ず
、
酪
農
家
へ
の

影
響
も
予
想
さ
れ
る
。
関
係
団
体
と
連
携

し
て
、
国
に
支
援
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
、
強
い
危
機
感
を
示
し
ま

し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
石
田
昭
廣
湧
別
町
長
、

佐
々
木
修
一
遠
軽
町
長
、
大
渡
洋
Ｊ
Ａ
北

海
道
信
連
北
見
支
所
次
長
の
三
氏
が
代
表

し
て
祝
辞
を
述
べ
、
鈴
木
光
俊
経
済
委
員

長
が
祝
電
披
露
を
お
こ
な
っ
た
後
、
松
浦

健
治
氏
（
湧
別
町
北
兵
村
三
区
）、
前
島
英

樹
氏
（
遠
軽
町
豊
里
）
の
２
名
を
議
長
に

選
任
し
て
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

開会挨拶をのべる中川菊夫組合長（写真左円内開会挨拶をのべる中川菊夫組合長（写真左円内））

今月の主な記事

「全８議案を原案通り承認」

第１５回えんゆう農業協同組合通常総会 ２～３

「我が家自慢の乳牛の美しさと資質を競い合う」

第１回えんゆうホルスタインショウ ４～５

立茎アスパラ「遠軽にょっきーず」収穫出荷作業 ６

上湧別地区で玉葱定植作業

ＪＡ女性部酪農部会研修会

ＪＡ女性部フレッシュミズ酪農班視察研修 ７

第１６回年金友の会総会

第８回えんゆう農協和牛振興会定期総会 ８

第２回えんゆう酪農ヘルパー利用組合総会

第３回えんゆう乳牛検定組合総会 ９

春季農事部懇談会の主な意見・要望 １０～１１

退職者挨拶 １１

理事会のあらまし

読者の声 １２

ステキなカップル １３

クロスワードパズル １４

今月号の「いもたま作造くん」は
お休みさせて戴きます。

表紙写真：玉葱定植作業の様子
（湧別町南兵村三区 大泉隆夫さん圃場）

え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
の
第

回
通

１５

常
総
会
が
４
月

日
、
上
湧
別
農
村
環
境

１１

改
善
セ
ン
タ
ー
で
組
合
員

名
（
本
人
出

３２９

席

名
、
代
理
出
席

名
、
書
面

名
）

１２４

４４

１６１

が
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
前

時
に
、
山
口
哲
朗
専
務

１０

の
開
会
宣
言
の
後
、
出
席
し
た
組
合
員
・

役
職
員
・
来
賓
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を
朗
唱

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
中
川
菊
夫
組
合
長

は
、「
組
合
員
の
積
極
的
な
農
協
事
業
へ

の
結
集
に
よ
っ
て
、
本
年
度
の
販
売
実
績

額
が

億
円
余
り
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
へ
の
出

１１４

資
金
増
資
も
第
２
ヵ
年
目
を
む
か
え
た
こ

と
で
、
自
己
資
本
比
率
、
固
定
比
率
と
も

に
向
上
し
、
さ
ら
な
る
財
務
基
盤
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
組
合
員
の
農
協

業業業協同組合通常総会業業協同組合通常総業協同組合通常総会会業協同組合通常総会

全全全
８
議
案
を
原
案
通
り
承
認

全全
８
議
案
を
原
案
通
り
承

全
８
議
案
を
原
案
通
り
承
認認

全
８
議
案
を
原
案
通
り
承
認



第１５回通常総会の様子第１５回通常総会の様子とと
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議
案
審
議
で
は
、
平
成

年
度
事
業
報

２５

告
と
決
算
報
告
、
平
成

年
度
の
事
業
計

２６

画
、
さ
ら
に
役
員
の
定
数
削
減
を
盛
り
込

ん
だ
定
款
の
一
部
変
更
、
今
後
５
年
間
の

中
期
経
営
計
画
・
農
業
振
興
計
画
な
ど
、

全
８
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国
際
貿
易
交
渉
か

ら
北
海
道
を
守
り
抜
く
」
決
議
案
を
、
菅

井
誠
総
務
委
員
長
が
力
強
く
読
み
上
げ
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
中
川
組
合

長
の
閉
会
挨
拶
、

山
口
専
務
の

閉
会
宣
言
で

午
後
０
時
１７

分
に
全
て
の
日

程
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

議長を務めた松浦健治氏（写真右）議長を務めた松浦健治氏（写真右）とと
前島英樹氏（写真左）前島英樹氏（写真左）

開会宣言をおこな開会宣言をおこなうう
山口哲朗専務理山口哲朗専務理事事

祝辞を述べ祝辞を述べるる
石田昭廣湧別町石田昭廣湧別町長長

祝電披露をおこな祝電披露をおこなうう
鈴木光俊経済委員鈴木光俊経済委員長長

祝辞を述べ祝辞を述べるる
佐々木修一遠軽町佐々木修一遠軽町長長

監査報告をおこな監査報告をおこなうう
佐藤直行代表監佐藤直行代表監事事

祝辞を述べ祝辞を述べるる
大渡洋ＪＡ北海道信大渡洋ＪＡ北海道信連連

北見支所次北見支所次長長

Ｊ Ａ 綱 領 朗Ｊ Ａ 綱 領 朗 唱唱

第第第１５回えんゆう農第第第１５１５回回えんゆうえんゆう農農第１５回えんゆう農

「ＴＰＰ等国際貿易交「ＴＰＰ等国際貿易交渉渉
から北海道を守り抜くから北海道を守り抜く」」
決議案を読み上げ決議案を読み上げるる
菅井誠総務委員菅井誠総務委員長長
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Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
と
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
改
良
同
志
会
は
、
第
１
回
え
ん
ゆ
う

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
を
４
月

日
に
遠

２６

軽
町
多
目
的
施
設（
遠
軽
町
学
田
二
丁
目
）

で
開
催
し
、
え
ん
ゆ
う
管
内
か
ら
乳
牛
３９

頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
は
、
こ
れ

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
主
催
し
て
い
た
え
ん
ゆ

う
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
と

湧
別
・
遠
軽
両
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

を
統
合
し
て
、
今
年
か
ら
共
催
と
な
り
ま

し
た
。

審
査
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
十

勝
北
見
事
業
所
改
良
部
乳
牛
改
良
課
主
幹

の
伊
藤
克
美
氏
が
務
め
、
月
齢
別
に
分
け

ら
れ
た
９
つ
の
ク
ラ
ス
と
５
頭
１
組
の
地

区
別
牛
群
の
合
計

ク
ラ
ス
で
体
型
の
美

１０

し
さ
や
骨
格
の
力
強
さ
な
ど
、
乳
牛
に
求

め
ら
れ
る
美
し
さ
と
資
質
を
競
い
合
い
、

第
１
部
（
７
ヶ
月
未
満
）
で
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
シ
ョ
ウ
が
併
催
さ
れ
、
次
代
の
農
業
を

担
う
子
供
達
が
リ
ー
ド
マ
ン
に
な
っ
て
、

一
生
懸
命
牛
を
ひ
く
姿
に
、
来
場
さ
れ
た

方
々
か
ら
暖
か
い
声
援
が
贈
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

第
１
部

西
塚
凛
華
・
伊
吹

（
遠
軽
町
社
名
淵
）

第
２
部

菊
地

一
輝（
遠
軽
町
湯
の
里
）

第
３
部

木
村

吉
里（
生
田
原
清
里
）

第
４
部

西
塚

仁
志（
遠
軽
町
社
名
淵
）

第
５
部

山
口

由
幹
（
遠
軽
町
若
咲
内
）

第
６
部

木
村

吉
里（
生
田
原
清
里
）

第
７
部

情
野

祐
樹（
生
田
原
豊
原
）

第
８
部

情
野

祐
樹（
生
田
原
豊
原
）

第
９
部

山
口

由
幹
（
遠
軽
町
若
咲
内
）

第

部

生
田
原

地
区

１０
◇
共
進
会
の
主
な
結
果
（
敬
称
略
）
◇

ののの美しさと資質を競い合うののの美しさと資質を競い合うの美しさと資質を競い合う

審査員を務めた
（一社）ジェネティクス北海道

十勝北見事業所 主幹 伊藤克美 氏

最後を飾る最高位・準最高位決定戦の様最後を飾る最高位・準最高位決定戦の様子子

第第第
１
回
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
開
催

第第第
１
回
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
開
催

第
１
回
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
開
催



えんゆうホルスタインショウえんゆうホルスタインショウのの
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我我我が家自慢の乳牛我我我が家自慢の乳牛我が家自慢の乳牛

〜最高位ならびに準最高位牛の名誉を讃えて〜（敬称略）

《未経産の部》
最高位 第６部１位 ダビドソン ヒロイン レディ ゴールド

生田原清里 木村 吉里

準最高位 第２部１位 ジョハナ フィーバー アストロ
遠軽町湯の里 菊地 一輝

《経産の部》

最高位 第９部１位 リップランド ダンディ ジェスタ
遠軽町若咲内 山口 由幹

準最高位 第８部１位 パッションランド デイストライ ストーム
生田原豊原 情野 祐樹

デイリークイーン
本所管理課

斎藤 綾音 さん（写真左）

本所共済課

斎藤しおり さん（写真右）

開会挨拶を述べ開会挨拶を述べるる
中川菊夫ＪＡ代表理事組合中川菊夫ＪＡ代表理事組合長長

来賓を代表して祝辞を述べ来賓を代表して祝辞を述べるる
石田昭廣 湧別町石田昭廣 湧別町長長

開会宣言をおこな開会宣言をおこなうう
木村吉里えんゆうホルスタイ木村吉里えんゆうホルスタインン

改良同志会会改良同志会会長長
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ズ
別
に
選
果
を
お
こ
な
い
、
Ｊ
Ａ
か
ら
青

果
市
場
な
ど
を
通
じ
て
日
本
全
国
に
販
売

て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
材
当
日
は
、
生
産
組
合
に
所

属
す
る
生
産
者
が
集
ま
り
、
目
合
わ
せ
会

を
開
催
し
て
、
今
年
の

作
況
や
サ
イ
ズ
、
栽
培

方
法
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

の
ハ
ウ
ス
を
回
り
な
が

ら
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
と
比

較
し
て
も
良
い
作
況
と

の
こ
と
で
、
現
在
出
荷

し
て
い
る
春
芽
の
分
は

も
ち
ろ
ん
、
夏
芽
の
販

売
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
育
て
た
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
一
本
ず
つ
て
い
ね
い
に
収
穫
し
た
後
、

岡
村
さ
ん
の
お
宅
に
あ
る
選
果
場
で
サ
イ

「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」の
ブ
ラ
ン
ド
名

で
知
ら
れ
る
遠
軽
町
立
茎
（
り
っ
け
い
）

ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合（
岡
村
貴
幸
組
合
長
）

に
所
属
し
て
い
る
６
戸
の
立
茎
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
栽
培
農
家
で
は
、
４
月
上
旬
か
ら
ア

アスパラの選果作業をおこなう岡村貴幸さん（手前）と
父親の誠一さん（奥）

アスパラ収穫出荷について目合わせする生産者の皆さん

立立立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」の

収

穫

出

荷

作

業

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

立立
茎
ア
ス
パ
ラ

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガガ
スス
「「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」

遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」のの

収

穫

出

荷

作

業

が

始

ま

っ

て

い

収

穫

出

荷

作

業

が

始

ま

っ

て

い

まま

すす

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」の

収

穫

出

荷

作

業

が

始

ま

っ

て

い

ま

す

この機会に遠軽町の「旬」の食材「アスパラ」料理を堪能して
みて下さい。
フェアメニューご注文の方に、各店オリジナルサービス有。
詳細は 遠軽商工会議所ＨＰ をクリック！
■期 間 ５月１日（木）～５月３１日（土）
お問合せ先 オホーツクえんがる産業振興協議会（http://www.engarucci.or.jp/）

（事務局：遠軽商工会議所 ℡0158-42-5201）

北海道産

遠軽にょっきーず

えええんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催中ええんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催中中えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催中

−
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上上
湧
別
地
区
で

上
湧
別
地
区
で

玉
葱
定
植
作
業
が
始
ま
り
ま
し

玉
葱
定
植
作
業
が
始
ま
り
ま
し
たた

乳乳
房
炎
に
つ
い
て
学

乳
房
炎
に
つ
い
て
学
ぶぶ

女
性
部
酪
農
部
会
研
修

女
性
部
酪
農
部
会
研
修
会会
をを
開
催
開
催

フフ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班班

視
察
研
修
を

視
察
研
修
を
開開
催催

な
か
な
か
融
け
な
か
っ
た
残
雪
も
や
っ

と
な
く
な
っ
た
４
月
下
旬
、
上
湧
別
地
区

の
玉
葱
栽
培
農
家
で
は
一
斉
に
定
植
作
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

玉
葱
の
定
植
作
業
は
、
家
族
と
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
を
総
動
員
し
て
お
こ
な
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
分
担
し
て
、
ロ
ー
タ

リ
ー
で
均
一
に
土
を
馴
ら
し
た
後
、
自
走

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班

で
は
、
４
月

日
に
視
察
研
修
を
開
催
し
、

２５

大
空
町
東
藻
琴
に
あ
る
ひ
が
し
も
こ
と
乳

酪
館
を
訪
れ
て
、
チ
ー
ズ
の
製
造
過
程
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

午
前
に
出
発
し
、
昼
に
乳
酪
館
に
到
着

し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班
一
同
は
、

施
設
内
に
あ
る
チ
ー
ズ
の
歴
史
を
学
べ
る

学
習
室
で
手
づ
く
り
し
て
い
た
頃
の
チ
ー

ズ
作
り
の
様
子
を
再
現
し
た
模
型
や
昔
に

酪
農
で
使
わ
れ
て
い
た
品
々
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
後
、
製
造
室
が
一
望
出
来
る

見
学
通
路
か
ら
、
チ
ー
ズ
の
製
造
を
お
こ

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
酪
農
部
会
は
４
月

日
、

３０

オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
共
済
組
合
遠
軽
診
療
所

で
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員

名
が
出
席

１６

し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
酪
農
を
お
こ
な

う
上
で
尽
き
な
い
悩
み
で
あ
る「
乳
房
炎
」

に
つ
い
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
共
済
組
合

湧
別
診
療
所
の
池
満
康
介
獣
医
師
か
ら
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
早
期
治
療
と
原
因
菌
の
特

定
が
大
事
だ
と
教
え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

最
近
の
乳
房
炎
治
療
に
つ
い
て
学
び
、
有

意
義
な
う
ち
に
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

式
の
移
植
機
を
使
っ
て
苗
を
定
植
し
て
い

き
ま
す
。

今
回
、
取
材
に
う
か
が
っ
た
上
湧
別
南

兵
村
三
区
の
大
泉
隆
夫
さ
ん
の
家
で
は
、

今
年
は

の
玉
葱
栽
培
を
予
定
し
て
い

１１
ha

る
と
の
こ
と
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら

青
々
と
育
っ
た
玉
葱
の
苗
を
圃
場
に
運
搬

し
て
、
移
植
機
で
次
々
を
植
え
ら
れ
て
い

き
作
業
が
進
ん
で
い
く
と
、
最
初
は
黒

か
っ
た
圃
場
が
次
第
に
き
れ
い
な
緑
色

の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
よ
う
に
な
り
、

新
緑
の
苗
が
眩
し
く
目
に
映
り
ま
し
た
。

今
年
の
上
湧
別
地
区
で
は
、
玉
葱
栽

培
農
家

戸
が
極
早
生
か
ら
晩
生
の
五

６１

品
種
、
合
計

の
栽
培
を
計
画
し
て

５４９
ha

お
り
、
今
年
も
昨
年
の
出
来
秋
に
負
け

な
い
豊
穣
の
秋
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

池満獣医師から研修を受ける部員の皆さん

研修に参加した部員の皆さん

定植作業を進めていく後継者の大泉隆喜さん
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第

回
年
金
友
の
会
総
会
が
、
４
月

１６

１６

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
二
班

名
の
参

１８

３８４

加
を
得
て
温
根
湯
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
松
浦
光
明
会
長
は
、

「
友
の
会
事
業
に
対
す
る
会
員
の
皆
さ
ん

と
Ｊ
Ａ
の
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
、
会
長
を
勇
退
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
６
年
間
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述

べ
、
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
第
一
班
は
山
口
専
務
、

第
二
班
は
石
丸
常
勤
監
事
か
ら
、
Ｊ
Ａ
貯

金
・
共
済
を
始
め
農
協
と
関
係
子
会
社
の

各
事
業
を
よ
り
ご
愛
用
い
た
だ
い
て
い
る

亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

え
ん
ゆ
う
農
協
和
牛
振
興
会
第
８
回
定

期
総
会
が
、
4
月

日
に
Ｊ
Ａ
本
所
多
目

２８

的
会
議
室
で
来
賓
各
位
を
招
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
来
賓
に
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
を
迎
え
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
等

２５の
全
５
議
案
が
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
は
、
市
場
動
向
等

に
か
か
わ
る
研
修
、
さ
ら
に
ビ
ー
フ
ラ
ン

ド
で
会
員
が
肥
育
し
た
牛
肉
で
懇
親
会
を

お
こ
な
い
、
盛
会
の
う
ち
に
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
口
コ
ミ
に
よ
る
宣

伝
と
勧
誘
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
を
新
し
く
年
金
受
取
金
融
機
関

と
し
て
ご
指
定
い
た
だ
き
ま
す
と
、
粗
品

の
贈
呈
、
さ
ら
に
は
年
金
友
の
会
行
事
へ

の
参
加
、
年
金
優
遇
定
期
貯
金
と
、
様
々

な
特
典
が
あ
り
ま
す
の
で
、
友
人
知
人
等

の
ご
紹
介
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

会

長

八
巻

光
嘉
（
上
湧
別
屯
田
市
街
地

）

副
会
長

宮
内

勝
博
（
中
湧
別
）

副
会
長

関
東

悟
（
生
田
原
）

監

事

八
巻

英
俊
（
南
兵
村
二
区
）

監

事

小
野

人
司
（
遠
軽
岩
見
通
）

相
談
役

松
浦

光
明
（
北
兵
村
三
区
）

お
礼
と
、
平
成

年
度
の
農
協
決
算
報
告

２５

に
つ
い
て
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。総

会
は
、
事
業
報
告
な
ら
び
に
事
業
計

画
、
役
員
改
選
と
地
区
役
員
の
変
更
に
つ

い
て
報
告
し
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
新
し
く
会
長
に
就
任
し

た
八
巻
光
嘉
会
長
の
乾
杯
音
頭
に
続
き
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
あ
ら
か
じ
め
申
込
し

た
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
自
慢
の
喉
を
披
露

し
、
松
浦
前
会
長
と
宮
内
勝
博
新
副
会
長

か
ら
閉
会
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
、
全
日
程

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
数
は
１
７
９
８
名
と
な
り
、

昨
年
か
ら

名
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ

８１

ええ
ん
ゆ
う
農

え
ん
ゆ
う
農
協協

和

牛

振

興

和

牛

振

興

会会
えんゆう農協和牛振興会定期総会の様子

第第

回
年
金
友
の
会
総

第

回
年
金
友
の
会
総
会会

1616

自慢ののどを披露する会員の皆さん（写真中下）

開会挨拶を述べる松浦光明会長



え
ん
ゆ
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
第

３
回
通
常
総
会
が
４
月

日
、
Ｊ
Ａ
本
所

２３

に
て
組
合
員

名
が
出
席
の
も
と
、
湧
別

６２

町
、
遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
か
ら
来
賓

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
た
っ
た
青
柳
敏
孝
組
合
長

は
、「
新
組
合
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
丸
二

年
が
経
過
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
利
用

も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら

２５

び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴

軽 ひざし ２０１４.５

亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

田
原
豊
原
の
情
野
修
氏
が
組
合
長
に
選
ば

れ
、
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
、
盛
会
の
う

ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

組

合

長

情
野

修

（
生
田
原
豊
原
）

副
組
合
長

緑
川

将
仁

（
湧
別
町
富
美
）

副
組
合
長

早
川

剛
司

（
東
白
滝
）

理

事

小
山
田
和
美

（
生
田
原
清
里
）

理

事

村
上

拓
也

（
湧
別
町
富
美
）

理

事

平
吹

守

（
遠
軽
町
栄
野
）

理

事

米
田

尚
宏

（
丸
瀬
布
上
武
利
）

理

事

松
田

恒
平

（
遠
軽
町
向
遠
軽
）

理

事

澤
口

未
来

（
湧
別
町
北
兵
村
二
区
）

会

計

高
栖

正
則

（
遠
軽
町
社
名
淵
）

代
表
監
事

上
野

邦
彦

（
丸
瀬
布
上
武
利
）

監

事

木
村

吉
里

（
生
田
原
清
里
）

監

事

古
関

謙
一

（
白
滝
北
支
湧
別
）

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合
第
４
回
通
常

総
会
が
４
月

日
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
組
合

２３

員

名
が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、
遠
軽

４４
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、
網
走
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
オ
ホ
ー
ツ
ク

か
ら
来
賓
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
議
案
協
議
に
先
立
ち
、
優
秀
農
家

表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
牛
群
能
力
の
部
１

名
、
生
涯
能
力
優
秀
牛
で
６
名
９
頭
が
花

木
寿
一
郎
組
合
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら

２５

び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
た
に
生

ええ
ん
ゆ
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

え
ん
ゆ
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合合

う
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
理
事

名
、

１０

監
事
２
名
が
選
出
さ
れ
、
後
日
互
選
の
結

果
、
上
湧
別
富
美
の
青
柳
敏
孝
氏
が
引
き

続
き
組
合
長
に
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

新
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

☆
新
役
員
（
敬
称
略
）

組

合

長

青
柳

敏
孝

（
湧
別
町
富
美
）

副
組
合
長

澤
口

豊

（
湧
別
町
北
兵
村
二
区
）

副
組
合
長

関
口

隆
宏

（
生
田
原
豊
原
）

副
組
合
長
（
会
計
）

佐
竹

和
利

（
遠
軽
町
美
山
）

理

事

片
岡

満
雄

（
湧
別
町
札
富
美
）

理

事

林

秀
和

（
遠
軽
町
若
咲
内
）

理

事

鈴
木

和
弘

（
遠
軽
町
豊
里
）

理

事

上
野

邦
彦

（
丸
瀬
布
上
武
利
）

理

事

大
熊

禎
夫

（
生
田
原
八
重
）

理

事

渡
瀬

英
樹

（
白
滝
支
湧
別
）

代
表
監
事

山
口

公
哲

（
湧
別
町
上
富
美
）

監

事

古
関

謙
一

（
白
滝
北
支
湧
別
）

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合合

今回、議長を務めた上湧別札富美の安藤弘司さん（左）と
上湧別上富美の千葉実さん（右）

開会挨拶を述べる花木寿一郎組合長
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【
営
農
関
係
】

１
．
廃
プ
ラ
の
対
応
に
つ
い
て
今
年
か
ら
ど
う

な
る
の
か
。

⇒

助
成
は
従
来
通
り
対
応
い
た
し
ま
す
。

収
集
に
つ
い
て
は
各
自
取
扱
い
願
い
た

い
。

【
農
産
関
係
】

１
．
玉
葱
選
果
施
設
の
前
倒
償
却
に
つ
い
て
。

⇒

当
初
、
本
年
度
決
算
に
て
取
り
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
た
が
、
全
中
期
末
監
査
で
の

や
り
取
り
の
中
で
本
年
度
は
前
倒
償
却

を
行
わ
な
い
と
決
定
し
ま
し
た
。

２
．
麦
乾
施
設
の
統
合
は
難
し
い
の
か
。
麦
乾

施
設
に
つ
い
て
１
日
で
も
早
く
建
設
し
て

欲
し
い
。

⇒
地
区
毎
に
施
設
の
能
力
、
建
設
年
度
が
違

う
た
め
、
現
況
で
は
地
域
間
の
温
度
差
が

あ
る
。
今
後
意
見
を
集
約
し
、
事
業
等
を

勘
案
し
な
が
ら
取
り
進
め
て
参
り
た
い
。

３
．
新
規
建
設
予
定
の
麦
乾
施
設
に
つ
い
て
、
建

設
後
に
小
麦
の
作
付
を
中
止
し
た
場
合
に

経
費
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

⇒

固
定
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

の
建
設
時
と
同
じ
よ
う
に
、
一
定
の
期
間

に
つ
い
て
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

４
．
産
業
用
大
麻
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

⇒

現
在
商
品
化
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
作
付

も
承
認
を
受
け
た
一
部
の
方
し
か
出
来

な
い
た
め
、
作
付
が
可
能
に
な
っ
た
時
点

で
検
討
い
た
し
た
い
。

【
畜
産
関
係
】

１
．
乳
価
交
渉
の
中
で
、
消
費
税
増
加
分
は
加
算

さ
れ
る
の
か
。

⇒

加
算
さ
れ
ま
す
。

２
．
停
電
に
対
応
す
る
た
め
、
組
合
員
用
に
発
電

機
を
農
協
が
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

⇒

農
協
で
取
得
管
理
を
行
う
場
合
、
維
持
管

理
、
停
電
場
所
へ
の
運
搬
、
確
保
す
る
数

量
等
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
レ
ン
タ
ル

等
で
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
今

後
の
対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

【
資
材
関
係
】

１
．
資
材
の
仕
入
れ
先
を
増
や
し
て
安
価
に
提

供
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

３
月

日
か
ら
４
月
４
日
に
か
け
て
、

地
区
９
会
場

３１

２３

に
お
い
て
、
春
季
農
事
部
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
平
成

年
度
Ｊ
Ａ
収
支
決
算
、
農
畜
産

２５

物
販
売
高
、
農
協
が
お
こ
な
っ
て
い
る
事
業
進
捗
度
合
い
、

今
後
の
取
組
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
か
ら

多
く
の
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
理
事

会
に
お
い
て
十
分
検
討
し
、
今
後
の
事
業
推
進
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
記
載
漏
れ
・
内
容
不
備
が
あ
っ
た
と
き
は
ご
容

赦
願
い
ま
す
。

春春春季農事部懇談会が開催されました春春季農事部懇談会が開催されまし春季農事部懇談会が開催されましたた春季農事部懇談会が開催されました

農協に対して、多くの意見・要望が寄せられました

春春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要

春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望望

春春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要

春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望望

春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望
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⇒

協
同
組
合
と
し
て
、
系
統
結
集
の
大

原
則
を
守
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
品

質
で
安
価
な
も
の
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

２
．
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
配
合
飼
料
の
価
格
優

位
性
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

⇒

独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
価
格
の
優
位
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
利
用
割
合
の
高
い

配
合
飼
料
銘
柄
に
対
し
て
も
独
自
の

価
格
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
よ
り
多
く
の
組
合
員

へ
還
元
を
し
て
い
く
考
え
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
】

１
．
剰
余
金
処
分
案
の
消
費
税
の
取
扱
い
に

つ
い
て

⇒

消
費
税
５
％
時
点
で
の
取
扱
い
に
対

す
る
剰
余
金
な
の
で
５
％
と
な
り
ま

す
。

２
．
出
資
金
取
崩
額
が
多
い
が
、
出
資
配
当

を
行
わ
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

⇒

こ
の
事
が
す
べ
て
の
理
由
で
は
な
い

と
考
え
る
が
、
一
部
の
方
に
そ
う
い

っ
た
意
見
が
あ
る
。
今
後
は
出
資
配

当
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

春
暖
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
の
農
作
業

も
本
格
的
に
始
ま
り
、
何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
４
月
末
日
を

も
っ
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和

年
に
旧
生
田
原
町
農
協
に
入
組
以
来
、
平
成

年

５６

１８

の
三
農
協
合
併
を
経
て
、
通
算
で

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た

３３

だ
き
ま
し
た
。

在
籍
中
は
、
組
合
長
を
は
じ
め
役
職
員
は
も
と
よ
り
、
組

合
員
の
皆
様
方
に
は
多
大
な
る
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
の
農
業
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
豪
Ｅ

Ｐ
Ａ
な
ど
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
ま

す
が
、
皆
様
方
の
英
知
を
結
集
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
増
々
の
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
退
職
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

午 後午 前

４の１・４の２
２３名

屯市・５の２・５の３
２２名

３月３１日（月）

開盛・札富美・旭
１０名

５の１
１４名

４月 １日（火）

遠軽・学田・清川
社名渕・瀬戸瀬第１．２

２４名

富美・上富美
１６名

４月 ２日（水）

丸瀬布・白滝
１５名

安国・生田原・清里
１３名

４月 ３日（木）

合計 １５０名
４の３
１３名

４月 ４日（金）

【春季農事部懇談会出席者】
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退

職

者

挨

拶

上 城 充

生田原支所営農課課長



読
者
の
声

雪
解
け
の
遅
い
今
日
こ
の
頃
、
畑
作

の
方
は
気
を
揉
ん
で
い
る
で
し
ょ
う

ね
。
夏
は
雨
が
少
な
い
と
い
う
予
報

も
あ
り
ま
す
が
、
良
い
豊
作
の
年
で
あ

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

（
匿
名
）

今
年
は
雪
が
多
く
、
寒
い
日
が
続
い

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
体
い
つ
に

な
っ
た
ら
畑
に
入
れ
る
の
で
し
ょ
う

ね
～
。

雪
解
け
が
待
ち
遠
し
い
毎
日
で
す

が
、
今
年
も
良
い
作
柄
に
な
る
と
良
い

で
す
ね
。

追
伸

消
費
税
も
上
が
り
大
変
で

す
よ
ね
。

（
匿
名
）

も
う
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

税
金
も
上
が
る
の
は
勘
弁
し
て
欲
し

い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

今
年
は
平
年
よ
り
雪
が
多
い
で
す

ね
。

（
匿
名
）

本
当
に
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。

雪
も
随
分
少
な
く
な
っ
て
き
て
そ

ろ
そ
ろ
多
忙
な
日
々
が
来
ま
す
。
元

気
に
い
き
た
い
で
す
。

（
匿
名
）

お
便
り
も
雪
の
心
配
が
多
い
で
す

ね
。
今
年
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

急
に
気
温
が
上
が
っ
て
一
気
に
忙

し
く
な
り
ま
す
ね
。
気
分
も
高
ま
っ

て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
季
節
で
す
。

（
匿
名
）

暦
通
り
と
い
う
か
穀
雨
が
過
ぎ
る

と
一
気
に
融
け
て
、
農
作
業
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

普
及
セ
ン
タ
ー
の
方
に
指
導
し
て

も
ら
い
、
簿
記
を
始
め
て
か
ら
３
年
に

な
り
ま
し
た
。
先
日
、
３
年
分
の
数
字

を
ま
と
め
て
収
益
性
の
変
化
を
主
人

と
私
に
説
明
し
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
所
得
率
が
向
上
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
状
況
を
維
持
向
上
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、

主
人
と
今
年
も
頑
張
る
ぞ
！
と
気
持

ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
農
協
の
職

員
の
方
々
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｐ
.
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
簿
記
は
慣
れ
な
い
と
大
変

か
と
存
じ
ま
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
が

経
営
の
中
身
を
振
り
返
る
た
め
に
は

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

も
陰
な
が
ら
応
援
い
た
し
ま
す
。

ひざし ２０１４.５ 芸

第
４
回
理
事
会（

平
成

年
４
月

日
）

２６

２５

◇
報
告
事
項

１
．
春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・

要
望
に
つ
い
て

２
．
年
金
友
の
会
総
会
結
果
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

４
．
債
権
の
償
却
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

・
酪
農
学
園
大
学
獣
医
学
部
推
薦
に
つ

い
て

・
え
ん
ゆ
う
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
に

つ
い
て

・
特
作
部
会
の
結
果
に
つ
い
て

・
玉
葱
の
選
果
・
発
送
完
了
に
つ
い
て

◇
議

案

１
．
平
成

年
度
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ

２６

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
平
成

年
度
行
政
庁
用
業
務
報
告
書

２５

お
よ
び
連
結
業
務
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
自
給
飼
料
向
上
特
別
対
策
事
業
の
制

定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
平
成

年
度
ク
ミ
カ
ン
貸
越
極
度
額

２６

の
設
定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
平
成

年
度
生
乳
増
産
経
営
安
定
化

２６

対
策
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

先
月
発
行
の
「
ひ
ざ
し
」
№

号
の

１８２

文
章
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正

申
し
上
げ
ま
す
。

５
ペ
ー
ジ
「
畑
作
専
門
部
定
期
総
会
」

副
部
長

水
野

暁
さ
ん
の
住
所

誤

「
上
湧
別
北
兵
村
一
区
」

↓

正

「
上
湧
別
北
兵
村
三
区
」

おお

詫

び

と

訂

お

詫

び

と

訂

正正

おお

詫

び

と

訂

お

詫

び

と

訂

正正

お

詫

び

と

訂

正
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松崎一史さん（左）と好さん（右）

今
回
の
ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ル
は
、
遠
軽

町
千
代
田
の
松
崎
一
史
さ
ん
・
好
さ
ん
ご

夫
妻
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
ご
結
婚
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

平
成

年

月

日

入
籍

２５

１２

１５

Ｑ
知
り
合
っ
た
き
っ
か
け
は
？

一
史
さ
ん
「
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
主
催
の
交

好

さ
ん

流
会
」

Ｑ
第
一
印
象
は
？

一
史
さ
ん
「
白
い
！
細
い
概
小
さ
い
概

カ
ワ
イ
ら
し
い
子
だ
と
思

っ
た
」

好

さ
ん
「
初
め
て
会
っ
た
と
き
、「
う

わ
ぁ
、
も
の
す
ご
く
タ
イ

プ
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

話
し
て
み
た
ら
話
し
や
す

く
て
「
こ
の
人
だ
！
」
と

思
い
ま
し
た
。

Ｑ
ひ
か
れ
た
と
こ
ろ
は
？

一
史
さ
ん
「
話
し
や
す
か
っ
た
と
こ
ろ

と
、
毎
週
末
会
い
に
来
て

く
れ
た
と
こ
ろ
」

好

さ
ん
「
話
し
や
す
い
し
、
や
さ
し

そ
う
だ
っ
た
し
、
人
見
知

り
の
激
し
い
私
で
も
、
す

ぐ
に
心
を
開
く
こ
と
が
出

来
る
人
だ
っ
た
こ
と
。
尊

敬
出
来
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
こ
ろ
」

Ｑ
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
と
返
事
は
？

一
史
さ
ん
「
結
婚
し
て
下
さ
い
概
」

好

さ
ん
「
も
ち
ろ
ん
概
い
い
に
決
ま

っ
て
る
じ
ゃ
ん
概
」

Ｑ
子
ど
も
は
何
人
ぐ
ら
い
欲
し
い
で
す
か
？

一
史
さ
ん
「
２
人
ぐ
ら
い
」

好

さ
ん
「
２
人
は
欲
し
い
概
」

Ｑ
十
年
後
の
二
人
は
？

一
史
さ
ん
「
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
暮
ら
し

て
る
」

好

さ
ん
「
今
よ
り
、
も
っ
と
も
っ
と

仲
良
く
な
っ
て
い
る
概
」

Ｑ
最
後
に
一
言

一
史
さ
ん
「
大
変
な
事
は
２
人
で
分
け

合
っ
て
、
う
れ
し
い
こ
と

は
２
人
で
倍
に
し
て
楽
し

ん
で
い
こ
う
ね
」

好

さ
ん
「
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
う
け
ど
、
２
人
で

が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
ね
。

毎
日
い
っ
し
ょ
に
い
ら
れ

る
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し

い
概
」

スス
テ
キ
な
カ
ッ
プ

ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ルル

スス
テ
キ
な
カ
ッ
プ

ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ルル

ス
テ
キ
な
カ
ッ
プ
ル



発
行
日
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発
行
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５５５
月号

ひざし ２０１４.５ 鯨

脂

タ
テ
の
カ
ギ

２

１
９
９
３
年
に
チ
ェ
コ
と
分
離
し
た
国

６

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
き
留

め
ま
す

８

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
掛
け
て
結
び
ま
す

９

彼
の
実
力
は
未
知

だ

和
・

・
中
と
そ
ろ
っ
た
バ
イ
キ
ン

１０

グ
料
理

ア
ジ
サ
イ
に
似
合
い
そ
う
な
生
き
物

１１

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
選
手
が
狙
い
を
定
め

１５

る
も
の

食
べ
物
が
入
っ
た
り
言
葉
が
出
た
り

１６

日
差
し
か
ら
頭
を
守
る
た
め
に
か
ぶ
り

１８

ま
す

ア
ン
ダ
ー

の
右
腕
投
手

２０

家
族
だ
け
、
内
輪
だ
け
で
他
人
は
い
ま

２１

せ
ん

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
で
行
わ
れ
る
大
会
が

よ
く
知
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

２

油
断
も

も
な
い

３

胃
の
Ｘ
線
検
査
の
た
め
に

を
飲
ん

だ

４

地
球

で
環
境
問
題
を
考
え
る

５

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
と
も
い
う
果
実

７

次
の
駅
に
は
止
ま
ら
ず

し
ま
す

帆
に
風
を
受
け
て
進
み
ま
す

１０

仏
作
っ
て

入
れ
ず

１２

海
路
、
空
路
で
は
な
く
地
上
を
行
き
ま

１３

す開
く
と
花
が
咲
き
ま
す

１４

牛
乳
を
発
酵
さ
せ
て
作
り
ま
す

１７

鳴
門
海
峡
に
は
巨
大
な
も
の
が
発
生
し

１９

ま
す

ち
り
ん
ち
り
ん
と
鳴
り
ま
す

２０

Ｅ

〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ５月２３日（金）

４月号の答えは「コイノボリ」でした。
オホーツクも桜が咲く季節になりまし
たね。
当選者は下記の方々です。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧別町南兵村三区

湧別町南兵村三区

遠軽町丸瀬布金山

加藤 亜季 さん
内田 秀子 さん
畑 利秋 さん

２１６

Ｄ

８
Ｂ

１５

２０

１４

２

９

１２

１０

１３

Ａ

３

５

１１

１６

１８

１９

Ｃ

４

１

７

１７
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